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I．はじめに 

 
 本稿では，英国における屋外広告物コントロールに

関する法制度や実践的取り組みの最新動向を報告し，

新たなコントロール手法の探求や屋外広告物環境の概

念拡張のための知見を得る。英国の屋外広告物コント

ロールに関する論考としては，Mynors（2009）iがあり，

これは法に基づくコントロールの歴史的変遷や条文の

解釈を中心としたものである。また我が国においては，

西村（2004）ii

 なお，英国内の各政府であるイングランド，ウェー

ルズ，スコットランド，北アイルランドは，各々の議

会が承認した法律を定めているが，屋外広告物コント

ロールに関しては概ね同内容となっており，本稿では，

断りのない限りは，基本的にイングランドの情報を提

示している。 

があるが，法制度の概要の言及に留まっ

ている。また，英国内では近年法制度の枠組みには収

まらない新たな取り組みもみられる。こうした状況を

踏まえ，既往文献の読解，ウェブサイトの閲覧，2010
年 9 月の実地調査，及びその後のEメール等でのイン

タビュー調査から情報収集を行い，英国における法制

度によるコントロールの全体像の整理（第 2章），誘導

的手法による違法屋外広告物のコントロールの取り組

み（第 3 章），屋外広告環境としての“urban screen”
という新たな概念のもとで近年その活用が盛んになっ

ている電照式大型デジタルスクリーンのコントロール

（第 4章）について，最新動向を把握した。 

 

Ⅱ．英国における屋外広告物コントロールに関す

る法制度の基本的枠組み 

 

2.1 根拠法令とコントロールの主体 

 英国における屋外広告物コントロールは，国務大臣

のもとに法令が定められ，計画許可制度の一部として

行われる。最新の根拠法令は，1990年都市農村計画法

［Town and Country Planning Act］および 2007年都市農

村計画（屋外広告物）規則［Town and Country Planning 
(Control of Advertisements) Regulations 2007］であり，そ

れに通達が加わる。また，英国には行政文書として中

央政府が発行する政策分野別の計画方針ガイダンスと

してのPPG［Planning Policy Guidance］iii

 その他，イラストを豊富に使った分かり易いガイド

ライン“Outdoor advertisements and signs: a guide for 
advertisers”の最新版がコミュニティ・地方自治省から

2007 年に発行されている

があり，屋外

広告物のコントロールに関しては，その 19番目に当た

るPPG19に詳細が示されている。 

iv

 コントロールの主体は，自治体の計画当局であるが，

例外として，国立公園内であれば国立公園局 ［National 
Park Authority］が，都市開発事業エリア内であれば都

。 

摘 要 
本論文では，英国全土において法に基づき一律に運用されている屋外広告物コントロールの体系を把握した

上で，当該行政施策としての時事的話題として，第一にグラスゴー市やダンディー市において実施されてい

る違法屋外広告物を対象とした誘導的手法によるコントロールの取り組み実態を解明し，第二に 2012 年のロ

ンドン五輪開催を控え，各地で設置が進められているパブリックビューイング用大型デジタルスクリーンが

引き起こした諸問題とそのコントロールの取り組み状況を俯瞰した。こうした英国における屋外広告物コン

トロールには，ガイダンスや事例集等の作成によって事業者や市民への周知・教育が徹底している点，視覚

および聴覚の側面を範疇に入れた都市空間・環境の質（＝アメニティ）の概念が広範にわたる点等，英国に

おける都市空間・環境のコントロールの本質を垣間見ることができる。 
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市再生公社が主体となる。 
 

   

図 1 “Outdoor advertisements and signs: a guide for advertisers”

（左：表紙，右：屋外広告物の事例紹介） 

 
2.2 コントロールの対象となる屋外広告物 

 法が対象としている屋外広告物の種類は，ポスター，

掲示板，建物外壁に描かれた文字，店舗前面のオーニ

ング，アドバルーン等多岐にわり，1990年都市農村計

画法上の定義では，下記の 2点に整理される v

１） 単語，文字，模型，サイン，警告板，ボード，掲

示板，オーニング，日除け，装置，絵の類のうち（電

照式かどうかは不問），広告，告知，案内を目的とし

たものであり，かつ全体あるいは一部が広告，告知，

案内のために使われるもの。 

。 

２） 前項の条件に該当しない場合でも，掲示板やそれ

に類する構造物のうち，広告物掲出に利用されたり，

その利用のためにデザイン・改良されたりしている

もの。また，その他いかなるものであっても，基本

的に広告物掲出に利用されたり，またその利用のた

めにデザインされたり改良されたりしているもの。 
 法制度を詳述した前掲のガイダンス viには，法が対

象とする広範にわたる屋外広告物の具体例が示されて

おり，これは西村（2004）vii

 

の指摘にもあるように，

我が国の屋外広告物法のコントロール対象より広いこ

とが分かる。 

2.3 ３段階のコントロール 

 英国では法に基づき，広告物の種類や規模等に応じ

てコントロールの度合いを３段階に設定している。 
①計画当局のコントロール対象外となる屋外広告物 

 特定の条件を充たすことで，法的に計画許可の対象

外となり，自治体の計画当局の直接的なコントロール

対象から除外される屋外広告物が 9種類設定されてい

る（表１）。 

表 1 計画当局のコントロールの対象外となる広告物 

A. 閉じられた土地における広告物（駅前広場，バス

ターミナル，運動場，ショッピングモールなど） 
B. 車両や船舶に掲出されている広告物 
C. 建物の一部となっている広告物 
D. 自動販売機やガソリンスタンドの機械に書かれて

いる商品の名前や値段（ただし電照式でないこと） 
E. 選挙や国民投票に関連する掲示物 
F. 議会の命令による掲示物 
G. 交通標識 
H. 国旗 
I. 建物内部の広告物（ただし電照式でないこと） 

 

②当局が「みなし同意 [deemed consent]」とするもの 

 規模や掲出期間などの特定の条件を充たすことによ

って，当局への計画許可のための申請が免除され自動

的に同意される。これを「見なし同意［deemed consent］」
と言い，その対象となる屋外広告物 16種類が設定され

ている（表 2）。付される条件としては，例えば下表 1(A)
の「政府，政府関連機関，公共交通事業者による広告

物」であれば，規模は 1.55㎡未満とし，電照式の場合

は日没時に情報や案内が読める程度の明るさと定めら

れている。また，同表 2(C)の「敷地内に掲示され 
 
表 2 見なし同意の対象となる広告物 

1(A).政府，政府関連機関，公共交通事業者による広告物 
1(B).自治体の計画当局による広告物 
2(A).敷地内や建築物に掲示される建物名称や注意書き 
2(B).敷地内に掲示される店舗やオフィスの小規模自家用

広告物 
2(C).敷地内に掲示される宗教・教育・文化施設，ホテル，

公共施設等に関する小規模広告物 
3(A).土地売買，賃借に関する広告物 
3(B).商品や家畜の一時的販売に関する広告物 
3(C).建設現場の一時的広告物 
3(D).祭り，市民集会，イベントの案内等の一時的広告物 
3(E).農作業に関する一時的広告物 
3(F).サーカスや移動遊園地等の一時的広告物 
4(A).駐車場の電照式の広告物 
4(B).敷地内の電照式自家用広告物 
5.   建築物等に掲示される敷地内の営業に関する自家用

広告物 
6.   敷地前の自家用広告物 
7(A).旗状の広告物 
7(B).住宅建設現場の旗状広告物 
8.   建設現場の仮囲いの掲示板の広告物 
9.   道路上に景観向上を目的に設置された装置の広告物 
10.  近隣で認められた広告物 
11.  誘導サイン 
12.  建物内部の広告物 
13.  10年以上掲出されている広告物 
14.  同意の有効期限を過ぎている広告物 
15.  アドバルーン 
16.  電話ボックス内の広告物 
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る宗教・教育・文化施設，ホテル，公共施設等に関す

る小規模広告物」であれば，規模は 1.2 ㎡未満，敷地

が 2つの通りに面する場合は各通りに一つの広告物が

掲出可能であり，医療施設等の場合のみ電照式は可能

となっている。 
 
③常に当局の同意が必要なもの 

 上述以外の屋外広告物に関しては，計画許可のプロ

セスを経た上での計画当局の同意が必要となる。その

なかで特に，ポスターの大部分，電照式の広告物，店

舗やオフィス前面において広告物の最高高さが地上

4.6mviii

 

を超える広告物，建物側面に設置される広告物

の 4種類の割合が多くなっている。 

2.4 計画への同意のプロセス 

 屋外広告物に関する計画への同意を得るための申請

者は，図面やスケッチを添えた申請書類を自治体の計

画当局に提出する必要があり，申請には一定の手数料

がかかる。 
 計画への同意の可否は，自治体の計画委員会

［Planning Committee］によって協議され判断される。

判断の基準は，「アメニティ」と「公共の安全」［amenity 
and public safety］の観点のみである 。アメニティとは，

「広告物が掲出される，あるいは広告物によって敷地

が使われることによる周辺環境への視覚・聴覚上の影

響」と定義されている。一方，公共の安全とは，「地上，

水中，空中において，どのような移動も安全に行える

ような配慮」と定義されている。 
 一度計画同意を得た広告物は一般的に 5年間有効で

ある。ただし，計画当局から何も指示がない場合は，

そのまま掲出し続けることができる。 
 一方，仮に同意が得られなかった場合，あるいは掲

出条件が付与された場合，その決定について国務大臣

へ不服申し立てをすることができる ix

 
。 

2.5 違法屋外広告物への対応 

 計画への同意なしに屋外広告物を掲出すること，屋

外広告物のために土地を利用することは違法であり，

当該行為が発見された場合，法に基づき計画当局から

訴えられる。ただし，違反の度合いが重大ではなく，

常習性がなければ，その対象とならないこともある。 
 また，同意を得ていないポスター等の屋外広告物を

貼る行為［Fly-posting］は違法であり，すぐさま訴え

られるか，あるいは除却・清掃される。ポスターや警

告板の場合は，掲出者が特定されると当局が 2日間除

却・清掃の警告を通知するが，特定されない場合はす

ぐに除却・清掃するという流れになっている。 
 
2.6 法の範囲内での自治体レベルの計画や運用 

 前述のとおり屋外広告物のコントロールのうち，掲

出できる種類や規模などに関する規制は，法に基づき

全国一律となっている。一方で，法の範囲内において

自治体レベルで，地域の実情に合わせたコントロール

ができるように制度設計がなされている。 
 各自治体がディベロップメント・プラン x

 ロンドン中心部ウェストミンスター市では，ユニタ

リー・ディベロップメント・プラン

やそれに

基づく補助ガイドライン等のなかで，より具体的な方

針を示すという方法である。どのようなデザインの屋

外広告物の計画に同意を与えるかどうかは自治体の計

画当局の裁量に任せられており，とりわけ “素材”に

関しては，近年改訂された 2007 年都市農村計画（屋外

広告物）規則のなかでディベロップメント・プランの

項目を考慮することが明文化された。 

xi

 その他，法に基づく方法として，第一に特定の広告

物掲出について「見なし同意」の対象から除外すると

いう方法があり，自治体は地域の同意を得た上で，国

務大臣に申し出て，指令の発行を求める必要がある。 

の第 10章：アー

バンデザインと保全［Urban Design and Conservation］
のなかに，「サインと広告物［signs and advertisement］」
の項があり，自治体としての意思が示されている。加

えて法に基づくものではないが，補助ガイドラインと

しての「広告物デザインガイドライン［Advertisement 
Design Guidelines］」があり，そのなかで特別な特徴を

有するエリアとして２つの通りと２つの広場（ボンド

ストリート，リージェントストリート，ピカデリーサ

ーカス，レスタースクエア）が挙げられている。 

 第二に，「見なし同意」の対象となっている種別の広

告物に対して，自治体の計画当局が，地域のアメニテ

ィを著しく破壊する，あるいは一般の人々にとって危

害を加える存在であると判断した場合に，除去通知を

出すという措置を取ることができる。 
 第三に，法に基づく屋外広告物特別規制地区［Area of 
Special Control of Advertisement］の指定である xii。法に

基づく広告物規制の強化策として，景観的，歴史的，

建築的，文化的特性が重要視される地区に対して，各

自治体が指定できるようになっている。ただし，現状

としては有効な規制手段とはなっていない xiii［Mynors
（2009）xiv

 
］。 
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Ⅲ．誘導的手法による屋外広告物コントロール 

 
3.1 英国における違法屋外広告物対策 

 前述のとおり同意を得ていない屋外広告物の掲出は，

法に基づき禁止されている。しかしながら，近年イン

グランド及びスコットランド各々の政府から違法広告

物［Fly-posting］xv対策の事例集 xvi

 

が発行されているこ

とからも分かるように，英国においてそのコントロー

ルは喫緊の課題となっている。本稿では，中心市街地

において広告物掲出可能な場を設け意図的に誘導する

ことによって，都市全体としての屋外広告物コントロ

ールに積極的な動きをみせているアディーン市，ダン

ディー市，グラスゴー市の事例を取り上げて，その取

り組み実態を解明する。 

    
図 2 違法広告物対策のための事例集（左：スコットランド

政府発行，右：イングランド政府発行） 

 
3.2 情報端末“iKiosk”の設置（アバディーン市） 

 スコットランド第３の都市アバディーン市（人口 19
万人）には，2006年から中心市街地の路上や公共施設

の建物内部７カ所に“iKiosk”xvii

 設置当初の目論み xviii

と呼ばれる情報端末

が設置されている。“iKiosk”は，傘に象徴される特徴

的な外観を有し，インターネットに接続された 20イン

チのタッチスクリーン方式のデジタル情報端末である。 
としては，地図情報や店舗情報

を提供するだけではなく，イベント開催の告知等の地

域の最新情報を発信することで，これまでのビラやポ

スター等に代替することが期待されていた。しかしな

がら，現地で実際触れてみると，タッチスクリーンの

性能的問題やインターネットから遮断されているとい

う問題から，“iKiosk”は十分にその機能を果たしてい

ないことが判明した xix

 

。計画当初は，市内中心部に 20
カ所以上設置する計画があったことを鑑みると，当該

事業は厳しい状況にあることは否めない。 

 

写真 1 市内中心部に設置されている“iKiosk”（筆者撮影） 

 

3.3 デザインされた広告物掲出装置の設置（ダンディ

ー市） 

 スコットランド第４の都市ダンディー市（人口 14
万人）の歩行者専用道路となっている中心商店街にお

いては，ビラやポスター等を特定の場所に誘導する仕

組みづくりを行い，違法とされる屋外広告物の掲出の

減少に成功している。 
 用意されている広告物の掲出装置は 3 種類あり，

information board と呼ばれるデザインされた情報掲示

板，建築物等の壁面，そしてドラム式広告塔である。

第一の information board には市役所に届出をして認め

られた A4 サイズの地域住民によるイベントの告知の

ビラを，後二者にはついては商業ポスターを掲示する

ことができる。商業ポスターは，その周囲に白色の枠

を施さなければならない。また，建築物等の壁面に掲

出する場合は，隣接して掲示できるポスターは多くて

2 枚である。 
 このポスター掲示の運営・管理を行っているのが，

Street Advertising Servicesと呼ばれる民間事業者であり，

商業ポスターの広告物掲出料を組織運営の財源に充て

ている。掲出料は，ドラム式広告塔の場合，市内にあ

る4カ所がセットになって1週間で36ポンド＋付加価

値税となっている。一方，地域イベントの A4 サイズ

のビラに関しては無料で掲示することができる。 
 当該事業の効果としては，第一に，氾濫する張り紙

（ビラやポスター等）を抑制し屋外広告物環境の向上

に貢献している点である。第二に，あまり多くの活動

資金を持ち得ない地域住民にとっては，宣伝効果の大

きい目抜き通りにおいて予算をかけずにイベントの告

知等が可能となるという点で，地域コミュニティの醸

成に少なからず貢献している点である。 
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写真 2 ダンディー市中心市街地における広告物掲出装置 

左：情報掲示板 右：ドラム式広告塔（筆者撮影） 

 

3.4 敷地仮囲いにおけるポスター掲示板の設置（グラ

スゴー市） 

 スコットランド最大の都市グラスゴー（人口 58万人）

では，市内中心部における開発予定地や建設現場等に

おいて，その敷地周囲を取り巻く仮囲いに対して，市

がイニシアチブを取ってポスター掲示用あるいはアー

トペイント用のスペースを設置するという事業が行わ

れ，市内各所で実現している。特に，市内のMerchant 
City 地区では，現在国営宝くじ基金を活用した町並み

保全事業［Townscape Heritage Initiative］が導入され，

多くの土地において，歴史的建築物の修復工事や再開

発事業が現在進行形で実施されており，当該事業の効

果は大きい（写真 3）。 
 

 
 

 
写真3 グラスゴー市内Merchant City地区における敷地仮囲

いに設置されたポスター掲示板（筆者撮影） 

 

 この取り組みのユニークな点は，民間事業者である

Non Stop Advertisement やTPA 等によって当該スペー

スが設置され，また同時にその経営も行われている。

すなわち，民間事業者は，広告物掲出料で得られた収

益でスペース設置に関わる費用を賄っており，市の財

政負担はなく，全て民間事業者の資金による事業とな

っている。 
 掲示可能なポスターの内容は限定されており，市の

文化・芸術セクター，地元企業，イベントプロモータ

ー，レコード会社等によって制作された文化や芸術分

野に関わるものとなっている。それは，当該事業の目

的が，歩行環境や都市景観を向上させること，違法の

張り紙（ビラやポスター等）や落書きを未然に防止す

ること等に設定されているためである。 
 なお，Non Stop Advertisement が取り扱うポスタース

ペースにおいては，掲出期間 2 週間で 20ポンド＋付加

価値税の料金がかかる。これは一般的なポスターの掲

示料金よりははるかに安い。これまでは上記の文化・

芸術分野に関わる団体・企業が，その宣伝を行う場合

に，資金的な面から違法な張り紙に頼らざるを得なか

った状況があり，その点からすると，当該事業によっ

て新たな選択肢を増やすことで，都市全体として張り

紙の減少につながり，屋外広告物環境の向上に貢献し

ていると言える。 
 

 

写真 4 屋外広告環境の向上の例（グラスゴー市提供） 

 

Ⅳ．Urban Screenの創出とそのコントロール 

 
4.1 Urban Screenの概念 

 2005 年 9 月アムステルダムにおいて，芸術，建築，

都市等の分野における研究者や専門家を集め，都市空

間における新たな広告・情報伝達メディアとしての大
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型デジタルスクリーンの活用をテーマとした国際会議

が開催された。大会名称を“Urban Screens”xx

 

とし，情

報交換や将来的なネットワーク形成について議論がな

された。その後，会議は 2007年の英国・マンチェスタ

ー，2008年のオーストラリア・メルボルンと続いて開

催され，正式にInternational Urban Screen Associationが
設立された。そのなかで，urban screenは具体的にLED
看板，プラズマスクリーン，映写板，情報端末，コン

ピュータ内蔵の建築外壁等のことを指し，公共空間に

おいて文化の創造や交流，地域経済の活性化，共有領

域の形成の実現を支えるものとして大きな期待が寄せ

られている。 

4.2 ロンドン五輪に向けてのパブリックビューイング

用大型スクリーンの設置プロジェクト 

 urban screenに関する今日的話題として注目すべき

は，2012年にロンドン五輪開催を控え，全英主要都市

において次々と設置されているパブリックビューイン

グ用の大型デジタルスクリーンである。ロンドン五輪

組織委員会［the London Organising Committee for the 
Olympic and Paralympic Games（LOCOG）］が，BBC（＝

放送局），Philips（＝メーカー），そして地元自治体の

協力を得て，2003 年以降に幅約 7.3m・高さ約 4.1mの

大型デジタルスクリーンを設置するプロジェクトを展

開している xxi

 スクリーンの設置に際して，自治体はそれが設置さ

れる広場の環境の向上に責任を持たなければならない

が，いくつかの都市においては，歴史的環境保全や騒

音問題の観点から問題視される事例が発生している。

なお，英国内において大型スクリーンを設置する場合

には，屋外広告物としてではなく一般的な建築物と同

様の計画申請を行い，許可を得る必要がある。 

。2010 年 11月段階で 18箇所において設

置済みである。 

 

4.3 パブリックビューイング用大型スクリーンのコン

トロール事例 
 リーズ市（写真 5）のように，広場周囲が商業施設

で囲まれている場合や大型スクリーンの設置される建

築物が新しい場合には，大きな問題は発生しない。一

方，広場周囲が業務地区である場合や歴史的建造物が

集積している場合には，少なからず問題が発生してい

る。 
 

 
写真 5 リーズ市中心市街地に設置された大型スクリーン

（筆者撮影） 

 
マンチェスターでは，2003年に市内の商業施設が集

中するエクスチェンジ広場に面するトライアングル

［Triangle］という登録建造物［Listed Building II］のフ

ァサードにスクリーンが設置された。これに対してイ

ングリッシュ・ヘリテイジ xxii

 

は，後述するガイドライ

ンのなかで，避けるべき悪例として紹介している。 

 
写真 6 マンチェスター市エクスチェンジ広場に設置された

大型スクリーン（筆者撮影） 

 
 また，バーミンガムでは，2007 年に市内中心部のヴ

ィクトリア広場に設置された大型スクリーンも大きな

問題を孕んでいる。一つは，同広場に面して立地して

いる登録建造物［Listed Building I］であるタウンホー

ルや市庁舎等の歴史的環境との調和の問題であり，も

う一方は，背後のオフィスビル（Waterloo House）に対

する騒音問題である。 
 

 
写真 7 バーミンガム市ヴィクトリア広場に設置された大型

スクリーン（騒音防止の覆いの設置工事中）（筆者撮影） 
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図 3 バーミンガム市ヴィクトリア広場のスクリーンの位置

とその周辺環境（計画許可申請書類 xxiiiの付図を加工） 

 

 そのため，いまだにスクリーンは稼働していない。

その対応策として，現在騒音被害を避けるためのスク

リーンを覆うカバーを付加する措置がとられ，設置工

事が進められている（2010 年 9 月現在）。この装置設

置のための計画申請書類に，詳細な騒音シミュレーシ

ョン調査の報告書が添付され，慎重な判断が下され計

画許可が下りたという経緯がある。 
 このような状況下において，2009 年 12 月にイング

リッシュ・ヘリテイジ（EH）及びCABExxiv

 

は共同で，

ガイダンスとしての「公共空間における大型デジタル

スクリーン［Large Digital Screens in public spaces］」を

発行した（図 4）。このなかで公共の広場における大型

スクリーンの負の影響として，誘目性の高い動画が広

場でのアメニティや既存の空間利用を変化させる恐れ

があること，スクリーンの配置如何では広場のデザイ

ンやランドマークへの影響が大きいこと，光や音の周

辺への影響があること，一時的なイベント時だけでな

く永続的にその影響があることなどが指摘されている。 

 
図 4 EH と CABE による大型スクリーン設置に関するガイ

ダンス：「公共空間における大型デジタルスクリーン［Large 

Digital Screens in public spaces］」 

Ⅴ．おわりに 

 
 本研究の成果を踏まえ，英国における屋外広告物コ

ントロールの特徴は以下の三点に整理できる。 
 第一に，1990年都市農村計画法や規則等の法制度に

基づく全国画一的なルールが定められている一方で，

自治体の裁量の範囲で可能な仕組みとしては，屋外広

告物特別規制地区［ Area of Special Control of 
Advertisement］の指定や計画届出申請の手続きを省略

できる「見なし同意」の付与条件強化，あるいは，デ

ィベロップメント・プランにおける記述内容やそれに

基づく補助ガイダンスの発行が主たる手法として存在

する。 
 第二に，民間企業の資金によって屋外広告物の掲出

可能なスペースを設置または管理し，そこに低料金で

張り紙（ビラやポスター等）を掲出できる仕組みをつ

くり，都市全体の屋外広告環境を向上させるという誘

導的手法が取り入れられている。類似のスキームとし

ては，JCDecaux社やClear Chanel 社等の民間広告会社

が広告掲示スペース付きのデザインされたバスシェル

ター等を設置・管理運営するというものがあるが，本

稿で扱った事例は，敷地や建物の特性に合った多様な

掲示スペースを提供しているという点でユニークな取

り組みと言える。 
 第三に，法が定める屋外広告物の対象は幅広く，オ

ーニングや日除け等も含まれているが，近年は urban 
screen という概念のもとで公共の広場における大型ス

クリーンが，新たな広告・情報発信メディアとしても，

またコントロールの対象としても関心を集めている。

ただし，これらのスクリーンの設置には，一般的な建

築物等としての計画許可のコントロールプロセスを経

なければならない。 
 こうした英国における屋外広告物コントロールには，

ガイダンスや事例集等の作成によって事業者や市民へ

の周知・教育が徹底している点，視覚および聴覚の側

面を範疇に入れた都市空間・環境の質，即ちアメニテ

ィの概念が幅広い点等，英国における都市空間・環境

のコントロールの本質を垣間見ることができる。 
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i Mynors（2009） 
ii 西村（2004） 
iii PPGは法令に基づくものではないが，中央政府の計画方針

を示した行政文書として発行されている。政策分野ごとにま

とめられ，現在まで 25種類が発行されている。No.19は屋外

広告物コントロール［Outdoor Advertisement Control］と題し

て，1992年 3月に発行された。 
iv このガイダンスは，全英多くの自治体のウェブサイトにリ

ンクが貼られており，全国的な普及の度合いが窺える。最新

バージョンは 2007年版だが，発行は 1989年にまで遡ること

ができる。 
v Mynors（2009）p.29 
vi Department for Communities and Local Government（2007） 
vii 西村（2004）pp.469-472 
viii この 4.6mという数値は，表 2内の「５．敷地前面の自家

用広告物」に関して広告物の最高高さが 4.6m未満であれば

「見なし同意」の対象となることから出てきている。 
ix ただし，過去 2年間であらゆる観点において同様の案件が

国務大臣から却下されたという事例がある場合には，不服申

し立てを行うことはできない。 
x 実際のところ，屋外広告物コントロール（計画に同意する

か否かという点）においてディベロップメント・プランの内

容が重視されるようになったのは，近年改訂された 2007年
都市農村計画（屋外広告物）規則からであるが，それ以前に

も多かれ少なかれ屋外広告物に関する方針は示されていた。 
xi ロンドンや 6大都市圏で策定されるディベロップメント・

プランに相当する。 
xii 1992年の時点で，イングランドとウェールズにおける計

画当局のうち 40%が屋外広告物特別規制地区［Area of Special 
Control of Advertisement，以下ASCA］を指定しており，その

結果国土の約45％がASCAの対象地である（文献1）p.258）。 
xiii 1993年に公表された環境省の報告では，屋外広告物特別

規制地区［Area of Special Control of Advertisement，以下ASCA］
の制度を廃止すべきとの提言を行っている。その理由として，

ASCAとそれ以外の地域における屋外広告物コントロールの

実効性に差がないことや国立公園や保全地区等のもともと

屋外広告物コントロールの厳しい地域にASCAが指定され

ていること等が挙げられている。 
xiv 文献 1) pp.257-272 
xv fly-postingの法的な定義はないが，文献 1)では，国内の環

                                                                                          
境系団体ENCAMSやKeep Scotland Beautifulが行っている定

義を引いて，「非公式または違法に構造物に貼り付けられた

印刷物やそれに関連するもの」としている。 
xvi イングラドでは 2000年に文献 6)が，スコットランドでは

2006年に文献 5)が発行されている。 
xvii “iKiosk”に関する基本的な情報は，アバディーン市のウェ

ブサイトに記載されている。
http://www.aberdeencity.gov.uk/regeneration/ikiosk/reg_ikiosks.asp
（最終アクセス日時：2010年 12月 2日） 
xviii iKiosk”は，情報アクセスのユニバーサル化を目的とした

アバディーン市の顧客アクセスポイントプログラム（CAP：
Aberdeen Council’s Customer Access Pont）の一つに位置づけ

られ，スコットランド政府の支援を受けた事業である。 
xix 2010年 9月の現地調査時，School Hill と呼ばれる目抜き通

りの大型ショッピングセンター前では，週末の 13時 30分か

らの 15分間で利用者は皆無であった。 
xx 会議の主旨や詳細内容については，Urban Screensのウェブ

サイトで参照できる。http://www.urbanscreens.org/（最終アク

セス日：2010年 12月 6日） 
xxi プロジェクトの詳細は，下記ウェブサイトに記載されてい

る。http://www.bbc.co.uk/bigscreens/（最終アクセス日：2010
年 12月 6日） 
xxii イングリッシュ・ヘリテイジ［English Heritage］は，歴史

的環境の保全に取り組む政府系機関である。 
xxiii 2008年 12月 8日に受理された計画許可申請書類（案件番

号：2008/05672/PA） 
xxiv CABEは，正式名称をCommission for Architecture and Built 
Environment（英国建築都市環境委員会）と言い，建築・都市

のデザイン向上のための審査や自治体への技術支援を行う

政府系機関である。 
 

（投稿：2010年 12月 13日） 

（受理：2011年 1月 21日） 
 



<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



